
 

 

図１ 不適切なランディングページ 

図２ 適切なランディングページ 
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 こんにちは、ピーシー・ブレインの高山です。 

2012 年がスタートしました。昨年のことを考えると今年は穏やかな年であって欲しいと願いますね。 

さて、ホームページの活用方法を中心とした「WEB マーケティングのヒント」というタイトルで、情報をお

届けいたします。 

ランディングページの活用 
  

なぜランディングページなのか？ 
では、どうしてランディングページに注目が集まるようになったのでしょ

うか。ホームページにアクセスしてもらうためには、検索エンジン、広告

などを利用することが多い訳ですが、この場面を考えてみましょう。 
 
ケース１）ランディングページが適切でない場合 

検索されたキーワードに対して表示された結果が期待したものではな

いと判断されてしまいすぐに離脱されてしまいます 
 
ケース２）ランディングページが適切に準備されている場合 
検索者は目的を持ってホームページに来ています。このタイミングで適

切な情報が提供されれば、しっかりと目を通します。またそこで次のア

クションをうながされれば行動も起こしやすくなります。 
 

このように単にホームページに誘導するだけでなく、来訪者の動機や目

的に応じた内容・情報を提供することでより成果に結びつけるやすくす

る（＝コンバージョンを高める）ことを目的にしているのがランディングページなのです。 

ランディングページの特徴 
ランディングページは、コンバージョンを高めるために通常のホームページとは異

なった特徴を持っています。 
通常のホームページではページタイトルに記載された内容について部分的、ある

いは一覧のような形で掲載することが多いのですが、ランディングページでは一連

の流れに基づいて構成されそして展開されています。（ストーリー、シナリオと表現

されることもあります） 
 
またページの構成としては次のような要素を持ってい

ます 
 
 アイキャッチするコピー 
 訴求力の強いイメージ 
 必要十分な情報ボリュームと内容 
 明確なアクションを要求 
 不要な情報や項目・内容の排除 
 
このため結果としては、 
 （縦に）長いページになることが多い 
 リンクがほとんどない（あるのは申込み、購入へのリンク） 
など、見た目にも特徴のあるページになります 
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■お客様ご紹介 
シェアプラザ 様 

LPO:ランディングページ最適化 
 
ランディングページも通常のホー
ムページと同様に作っておしまい
ということではありません。 
むしろ成果をあげるための改善は
より頻繁に積極的に行ってゆくべ
きです。このランディングページの
調整・修正のことを SEO=検索エ
ンジン最適化になぞらえて
LPO(Landing Page Optimization)と
表現することがあります。 
LPO では、計測がとても重要に
なってきます。 
ページ内のリンクの反応について
も、その位置によっても反応率が
変わってくるので、リンク毎ではな
く配置場所毎に計測できるような
仕組みが必要になってきます。 
また、誘導元がリスティング広告
の場合は広告出稿のコピーや説
明文などもとの一貫性を維持する
必要があるため、広告代理店など
に依頼している場合にはしっかり
とした擦り合わせも必要です。 
せっかく費用をかけてリスティング
広告で集客しても、ランディング
ページを訪れたユーザーがすぐに
離脱して、申込み・購入や資料請
求といったアクションを起こしてく
れなければ意味がありません。 
 
ランディングページの最適化は試
行錯誤の繰り返しです。 
何度も測定を行って、少しでも効
果の出る方法を一つ一つ採用して
ゆくことで成果を上げることができ
るようになります。 
 
 
 

 

ホームページの活用を進めて、広告などの利用を始め

ると広告代理店やホームページ制作会社などから「ラ

ンディングページ」という言葉を耳にする機会が出てき

ます。 
このランディングページですが、ランディング＝着地・着

陸するという意味があるように、広告などから到達した

際に表示されるページのことを指します。 
リスティング広告などを見てクリックなどのアクションを

起こした人にとっては初めて見るホームページがこの

ページになりとても重要ですので、今回はこのランディ

ングページについて説明します。 
 
もともとは最初に誘導されて最初に表示されるページ

がランディングページとういことでしたが、最近では通

常（既存）のホームページとは別に誘導用の専用ホー

ムページとして用意するページのことをランディング

ページと呼ぶ事が多くなっています。 
 
ですからここでは後者の専用ページとしてのランディ

ングページとして説明してゆきます。 
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地域で一番ネットを使った商売に
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- ホームページ制作 
- SEO リフォーム 
- WEB システム開発 

 
 

 
当社 Web サイト 
: 
http://www.pcbrain.co.jp 
http://www.webquick.jp 

 

 

 
 

ではランディングページを作成して

利用していくためのポイントについて

説明します。 
まず前提として、誘導元（多くはリス

ティング広告）が明確に存在して、そ

こに記載する内容（キーワード、コ

ピー）が決まっている必要がありま

す。 
 
▼広告のコピー・表現を引き継いだ

見出しで始める 
最初にページを訪れた際に「なにか

違う・・・」というような違和感を与え

てはいけません。 
同じ表現、できるだけ似たような表

現を引用して、スムーズにページに

入り込ませることが必要です 
 
▼アイキャッチするイメージ 
ヘッドコピーを見たあとに続きを読み

たくなるようにするために、シンプル

かつ具体的に魅力のある表現をす

る必要があります。 
ランディングページのトップに画像が

多く利用されることが多いのもこの

ためです。利用者がスクロールする

ことなく目に留まるエリアに配置する

と効果的です。 
なお、画像に人物を用いる際には、

画像内の視線（目の向き）に注意し

てその先に読んで欲しいコピーや文

章を配置するとより効果的であると

いう調査結果もあるようです。 
 
▼ゴール設定は分かりやすく 
ランディングページの目的は「コン

バージョン」です。読んでもらってお

しまいではなくて、あくまでも行動を

起こしてもらう必要があるのです。 
このために用意した「申込み」などの

リンクできるだけ分かりやすく、目立

つようにしておかないといけません。 
「申込み」リンクがボタン形状になっ

ていることが多いのもこのためで

す。 
また、ページ内の説明を読んでいる

どのタイミングで申込みをしたくなる

のかは人によって全く違います。で

すからその気になった時にすぐに申

し込んでもらうようにするために、複

数の場所に申込みへの誘導を配置

しておいた方が良いのです。 

ページを見てすぐに「これだ！」とお

もった人が、長いページをスクロー

ルして一番下にある申込みボタンを

押してもらうような作りでは不親切な

のです。 
なお、ゴール（申込み）の種類は１つ

かせいぜい２つにできるだけ絞る必

要があります。「購入」「資料請求」

「問合せ」のそれぞれを集めたい場

合は、ランディングページ自体を分

けた方が良い事もあります。 
 
▼コンバージョンに無関係な内容は

排除する 
申込みに必要とされない情報はあら

かじめ取り除いておく必要がありま

す。不要な情報は来訪者の気を反ら

すことになり欲しい結果を逃すことに

なります。 
排除する情報には、通常のホーム

ページには必須とされるナビゲー

ション、メニューリンクなども含まれ

ます。 
多くのランディングページがこの様な

閉じた作りになっているのには理由

があるのです。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

今回ご紹介するお客様は、「シェアプラザ」様です。 
 
千葉県松戸市のリフォーム会社「ヤマモトホールディング

ス株式会社」様が運営するレンタルスペース。  
 
鎌ヶ谷市（新京成線初富駅近く）に立地していて、地域の

会合や勉強会、市民講座のためのスペースとして利用が

できます。 
 
ホームページは LP（ランディングページ）スタイルで制

作。 最初は 1 ページだけのサイトですが、「お知らせ」

や「スタッフブログ」コーナーを CMS で構築、ホームペー

ジ制作の専門知識を持たないシェアプラザのスタッフさん

でも、どんどん情報ページが増える設計としました。 
 
SEO 対策については弊社「WEB-KOMON」を利用。 
ホームページ公開後の継続的な SEO 対策サービスに

よって、ターゲットである「レンタルスペース 鎌ヶ谷」の

キーワードで 2012 年 1 月現在、Yahoo、Google 共に

1 位に表示されています。 
 
■シェアプラザ 
http://www.share-plaza.com/ 
 
ヤマモトホールディングス株式会社 
http://matsudo-paint.com/ 
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